
 

参考資料 



1 

 

１．本計画の策定体制 

（１）策定プロセスについて 

本計画については、庁内調整会議を経た案を元に、学識者や専門家等で構成された策定委

員会による審議、更には地域住民や商店街、市議会からのご意見を伺いつつ策定を進めまし

た。 

 

（２）計画策定担当部署 

  ◇ 熊本市 都市建設局 土木部 道路整備課  ℡：096-328-2484 

 

（３）計画策定委員会 

［委員名簿］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属・役職

田中　尚人 会長 　熊本大学工学部　准教授

柴田　祐 委員 　熊本県立大学環境共生学部　教授

吉村　昌洋 副会長 　一般社団法人熊本市造園建設業協会　会長

澤　治彦 委員 　さわ景観文化研究所　代表

松本　雄介 委員 　日本樹木医会熊本県支部　支部長

福西　江玲奈 委員 　（一般公募）

原田　聖哉 委員 　熊本県警本部交通規制課　課長

坂元　靖秀 委員 　国土交通省熊本河川国道事務所　総括保全対策官

吉ケ嶋　雅純 委員 　熊本県土木部道路保全課　課長

藤岡　明弘 委員 　熊本市都市建設局土木部　部長

氏名　(敬称略)
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２．関係法令 

道路構造令の解説と運用（平成27年 6月） 

植樹帯：専ら良好な道路交通環境の整備又は沿道における良好な生活環境の確保を図ることを目的

として、樹木を植栽するために縁石線又はさくその他これに類する工作物により区画して設けら

れる帯状の道路の部分をいう。 
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道路緑化技術基準・同解説（平成28年 3月） 
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３．関連計画 

熊本都市圏 都市マスタープラン 

パーソントリップ調査などを踏まえ、放射方向の交通需要の増大、公共交通の利用者減少と交通動態の

変化、高齢者交通の大幅な増加等の都市圏交通の課題に対応するために関係機関が共同で策定する都

市圏交通の将来ビジョン。 

地域特性に応じた公共交通ネットワークや道路空間の再構築による利便性と効率性を兼ね備えた新たな

交通体系（ベストミックス）の構築をすることで、交通ネットワークの将来像として 「放射８方向の基幹公共

交通軸」 や 「2 環状 11 放射道路網」 の形成を目指すとしている。 

策定主体は、行政・交通事業者及び学識経験者で構成する「熊本都市圏総合交通計画協議会」。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

熊本市 景観計画 

本市固有の特性を生かした良好な景観形成を総合的かつ計画的に推進することを目的とし、基本的な方

針及び具体的な基準を定めたもの。 

｢水と緑と歴史が育む賑わいと活力が湧く くまもとの景観づくり」 を理念に 「眺望景観づくり」、「沿道景観

づくり」、「地域景観づくり」、「協働の景観づくり」 を目標としたうえで、地域特性に応じた景観形成方針、基

準を定めている。 

なお、重点地域のうち電車通沿線地域においては、風格ある街並み景観の形成を図ることとし、また特定

施設届出地区においては、本市を最初に印象づける幹線道路を対象とし、調和のとれた美しい沿道景観の

形成を図ることを方針としている。 
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緊急輸送道路 

自然災害の発生直後から発生する必要物資や人員の緊急的な輸送を円滑かつ確実に実施するために

必要な道路として指定されるものであり、地域と防災拠点、もしくは防災拠点同士を接続するもの。接続さ

れる防災拠点によって、一次、二次に分類される。 
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自転車利用環境整備計画 

自転車がより安全かつ快適に走行できる空間を整備するとともに、使いやすい駐輪施設を確保すること

で、近距離移動における自転車利用を促進し、良好な都市環境の形成を目指すもの。 

自転車走行空間整備においては、ネットワークとしての連続性を確保しつつ、重点的かつ効率的に整備を

進めるため、自転車ネットワーク路線を選定する。 

自転車ネットワーク路線のうち、歩行者・自転車の錯綜等を踏まえた分離の必要性や実現性などを加味

し、優先的に整備する路線を選定し整備事業を実施している。 
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熊本市 無電柱化推進計画 

無電柱化事業は昭和 60 年代初頭から全国的に取り組まれているが、災害防止、安全かつ

円滑な交通確保、良好な景観形成等を図るため、無電柱化事業を計画的かつ迅速に推進する

ことを目的に施行された 「無電柱化法（H28）」 を背景に、今後の本市における無電柱化の

基本的な方針、目標、施策等を定めるもの。 

なお、現在は計画で定める路線と合わせて、国土強靭化 3 ヵ年緊急対策において定められる

路線についても無電柱化事業を推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線名 整備延長（ｋｍ）

①　市道　上熊本2丁目花園5丁目第1号線 0.4
②　主要地方道　熊本玉名線 1.1
③　一般県道　並建熊本線 0.6

合計 2.1

無電柱化推進計画路線


